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開発者が簡単に機能追加できる、非同期通信複数スレッドTCP/IPサーバーを作る

前回では、非同期マルチスレッ

ド、ロードバランシング機能付きの

TCP/IPサーバーを作成した。この

非同期マルチスレッドTCP/IPサー

バーを「AMTサーバー」と名づけ

ることにする。今後、この連載で

サーバープログラムを作るときに、

このAMTサーバーがベースになる

ことが多いだろう。また、読者が

サーバープログラムを作るときのテ

ンプレートにもなるはずだと考えて

いた。

しかし、AMTサーバーの動作は、

かなり複雑である。そして前号の

サンプルを元に作り直すには、AMT

サーバーの動作を理解する必要が

ある。それでは利用しにくいので

はないかと考え、プログラムをクラ

イアントに配信するAMTサーバー

部と、どのようなデータを配信する

かを処理するプロシージャを分離

することにした。これにより、読者

は用意された空白のサブプロシー

ジャ（「App」で始まる名称を持つ

イベントプロシージャ）にプログラ

ムを記述するだけで、AMTサー

バーのデータ配信機能を利用する

ことができる。

というのは、この記事のために

SMTPサーバーを作り始めたのだ

が、今後、AMTサーバー部を改良

したときに、それまでに作ったプロ

ダクトすべてを修正しないといけな

いことに気づいたのである。でも、

サーバー部のコードをまとめておい

て、そこには触れないようにして開

発を進めれば、AMTサーバー部を

バージョンアップしたとき、それを

利用したプロダクトの変更が最小

限で済む。

読者の方から見れば、サーバー

部がどのような処理をしているか

を気にせずに、独自のサーバーアプ

リケーションの開発ができるとい

うことになる。つまり、コンポーネ

ント化と同じであるが、AMTサー

バーの場合、ソースコードを隠す必

要がないので、ソースコードは剥

き出しのままである。AMTサー

バーは、あくまで学習用サンプル

として開発されており、現時点で

作ればわかるアプリケーション
の動作とメカニズム
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この記事で取り上げたソースコードおよび 
サンプルプログラムは、 
http://www.shoeisha.com/mag/windev/ 
からダウンロード可能です。 

プログラマブル
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サーバー部と
処理部を切り離す
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.NET Frameworkで作る Windowsサーバー
作ればわかるアプリケーションの動作とメカニズム

は、かなり不完全なので、そのほうがいいだろう。この

プログラマブルAMTサーバー部に関しては、今後もソー

スコードを含めて一切、著作権を主張するつもりはない

ので自由に配布してもらってかまわない。

今回は、このプログラマブルAMTサーバーを使って開

発者独自のプログラムを作る方法を説明する。だから、

TCP/IPアプリケーション開発に関する説明はほとんど

ないので、AMTサーバーの動作について理解したい場

合は前号を参照してほしい。記事末にプログラマブル

AMTサーバーのリファレンスを用意したので、それを見

ながら、サンプルプログラムの動作を理解してほしい。

プログラマブルAMTサーバーは、まったくプログラム

がない状態では何も動作しない。通信系のコンポーネン

トをフォームに配置しただけでは何も動作しないのと同

じである。サンプル1（図1）はクライアント（図2）から

送られたデータ内容を、そのまま送り返すプログラムで

ある。開発者がプログラミングする必要のある全コード

がリスト1である。サンプルプログラムにはAMTサー

バー本体のプログラムも収められているが、リスト1以

外の部分を見る必要はない。

［Start］ボタンのクリックイベントプロシージャの冒

頭に書かれている次の行は、サーバーの開始に必要な値

を設定している。コンポーネントでいうところのプロパ

ティの初期値設定にあたる。

_PortNumber = Val(txtPort.Text)

この変数にはフォームの「ポート番号」テキストボッ

クスの内容が代入される。この変数の値は、TCP/IPの

ポート番号として利用される。

TCP/IPサーバーを開始するには、次のように_Start

Serviceサブプロシージャを呼び出す。

_StartService()

これだけでTCP/IPサービスは開始する。

これだけのコードで、クライアントはサーバーに接続

し、サーバーに対してデータを送信することができる。

もちろん、これだけでは、サーバーはデータを受信する最低限の機能拡張をした
AMTサーバー 図1：プログラマブルAMTサーバーを使って

プログラミングした簡単な例（サンプル1）

図2：サンプル1・2のためのテスト用クライアントプログラム

'------ここから、ユーザープログラミング-------
Private Sub btnStart_Click(ByVal sender As System.Object, _

ByVal e As System.EventArgs) Handles btnStart.Click
_PortNumber = Val(txtPort.Text)
_StartService()
btnStart.Enabled = False

End Sub

Private Sub AppCallbackReceive(ByVal state As StateObject, _
ByVal bytesRead As Integer)

Dim InstrIndex As Integer
Dim strSend As String
Dim byteData As Byte()
state.sb.Append( _

Encoding.Default.GetString(state.buffer, 0, bytesRead))

InstrIndex = InStr(state.sb.ToString, "[messageend]")
If InstrIndex > 0 Then
strSend = Mid(state.sb.ToString(), 1, InstrIndex - 1)

byteData = _
Encoding.Default.GetBytes("サーバー送信：" & strSend)

_SendOne(state.workSocket, byteData)
state.sb.Remove(0, state.sb.Length)

End If
state.workSocket.BeginReceive(state.buffer, 0, 1024, 0, _

New AsyncCallback(AddressOf CallbackReceive), state)
End Sub

（略）
'------ここまで、ユーザープログラミング-------

リスト1：プログラマブルAMTサーバーのシンプルな利用例（サンプル1）。クライアントが送ったデータを送り返すプログラムが、これだけのプロ
グラムコードを追加するだけで実現できる




